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確
か
な
エ
ビ
デ
ン
ス

Ｆ
Ｃ
展
開
で
全
国
へ

　

北
海
道
電
力
で
危
機
管
理

対
策
課
長
を
務
め
、
防
災
・

危
機
管
理
の
専
門
家
で
あ

る
越
智
文
雄
氏
が
経
営
す
る

は
励
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
変
異
種
の
出
現
で
今
ま

で
以
上
に
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
よ

る
付
着
菌
、
落
下
菌
ま
で
考

え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の

予
防
の
た
め
に
は
空
間
全
体

の
除
菌
が
必
要
だ
。

　

除
菌
に
は
、
保
健
所
か
ら

の
指
示
で
行
う「
緊
急
除
菌
」

と
、
日
常
か
ら
感
染
予
防
行

動
と
し
て
行
う「
予
防
除
菌
」

の
２
種
類
が
あ
る
。
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
が
落
ち
着
い
た
後

に
は
、
予
防
除
菌
の
ニ
ー
ズ

が
長
期
的
に
高
ま
っ
て
い
く

と
予
想
さ
れ
る
。

　

あ
か
り
み
ら
い
は
１
年
以

上
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
「
除
菌
」
実
績
を
重
ね
て

き
た
。
例
え
ば
、
正
月
３
ヶ

あ
か
り
み
ら
い
（
本
社
・
札

幌
市
北
区
）
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
緊
急

除
菌
を
行
う
「
コ
ロ
ナ
バ
ス

タ
ー
ズ
事
業
」
を
７
月
か
ら

始
め
た
。
全
国
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
除
菌
・
消
毒

 

「
コ
ロ
ナ
バ
ス
タ
ー
ズ
事

業
」
は
経
済
産
業
省
の
事
業

再
構
築
補
助（
第
１
回
公
募
・

緊
急
事
態
宣
言
特
別
枠
）
の

採
択
を
受
け
た
。
中
小
企
業

庁
に
よ
る
と
、
全
国
５
１
８

１
者
の
応
募
か
ら
２
８
６
６

者
が
６
月
16
日
に
採
択
さ
れ
、

採
択
率
は
55
％
。
あ
か
り
み

ら
い
は
札
幌
商
工
会
議
所
が

認
定
支
援
機
関
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
業
再
構
築
補
助
金

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
経
済
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
、
企
業

の
思
い
切
っ
た
事
業
再
構
築

や
挑
戦
を
国
が
支
援
す
る
も

の
。
中
小
企
業
の
場
合
、
補

助
額
は
１
０
０
万
円
～
６
０

０
０
万
円
だ
。

 

「
コ
ロ
ナ
バ
ス
タ
ー
ズ
事

業
」
は
、
あ
か
り
み
ら
い
が

新
た
に
展
開
す
る
除
菌
全
般

を
請
け
負
う
サ
ー
ビ
ス
。
次

亜
塩
素
酸
水
溶
液
や
最
新
の

除
菌
資
材
を
活
用
し
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
社
会
貢
献

の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か

ら
１
年
以
上
経
っ
た
今
も
感

染
収
束
に
至
っ
て
い
な
い
こ

と
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
期
待

が
集
ま
る
も
の
の
、
感
染
力

の
強
い
デ
ル
タ
株
を
は
じ
め
、

次
々
と
生
ま
れ
る
変
異
種
に

対
応
す
る
に
は
、
３
密
回
避

と
行
動
自
粛
以
外
の
新
た
な

感
染
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ

る
。「
空
間
除
菌
を
含
め
た

『
環
境
除
菌
』
が
不
可
欠
」

と
越
智
社
長
は
言
う
。

　

一
般
的
な
感
染
予
防
策
と

し
て
、
手
指
消
毒
や
テ
ー
ブ

ル
・
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
除
菌

日
で
約
26
万
人
が
訪
れ
た
北

海
道
神
宮
の
拝
殿
や
内
殿
ロ

ビ
ー
の
除
菌
を
全
面
協
力
、

５
月
の
Ｇ
Ｗ
に
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
興
部
町
と
後
志
管
内

倶
知
安
町
の
成
人
式
会
場
に

智
社
長
。

　

今
回
、
コ
ロ
ナ
バ
ス
タ
ー

ズ
事
業
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
の
は
、「
除
菌
」
を
必
要

と
す
る
飲
食
店
、
高
齢
者
施

設
や
自
治
体
施
設
、
学
校
、

病
院
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら

一
般
住
宅
ま
で
を
想
定
。
今

後
、
同
社
が
危
機
管
理
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

起
用
す
る
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の

蝶
野
正
洋
氏
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
て
広
く
認
知
さ
せ
て

い
く
考
え
。
蝶
野
氏
の
「
強

さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
コ
ロ
ナ

バ
ス
タ
ー
ズ
に
ぴ
っ
た
り
だ
。

　

さ
ら
に
、
事
業
を
全
国
に

広
め
る
た
め
、
Ｆ
Ｃ
展
開
を

近
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
東

京
や
九
州
、
沖
縄
な
ど
か
ら

加
盟
希
望
の
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

経
産
省
や
厚
労
省
が

見
解
・
通
達
修
正
へ

　

越
智
社
長
は
、
一
般
社
団

法
人
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
普

及
促
進
会
議
代
表
理
事
と
日

本
除
菌
連
合
代
表
を
務
め
、

国
会
議
員
に
よ
る
「
感
染
対

策
を
資
材
と
方
法
か
ら
考
え

る
超
党
派
議
員
連
盟
」（
会

長
・
片
山
さ
つ
き
参
議
）
の

５
月
設
立
を
後
押
し
し
て
き

た
。

　

精
力
的
な
行
動
に
駆
り
立

て
た
の
は
「
使
命
感
」
か
ら

だ
。
昨
年
の
独
立
行
政
法
人

▲自治体に無償レンタルしている
自亜塩素酸水の噴霧器

▲興部町の成人式会場を無償で除菌した

▲越智文雄氏

▲あかりみらいはプロレスラーの蝶野正洋氏を
イメージキャラクターに起用している

製
品
評
価
技
術
基

盤
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
）
の
発
表
を
き

っ
か
け
に
、「
空

間
噴
霧
は
危
な

い
」「
人
体
に
害

が
あ
る
」
と
い
う

次
亜
塩
素
酸
水
の

誤
っ
た
風
評
が
流

れ
、
そ
れ
を
正
す

た
め
に
厚
生
労
働

出
向
い
て
会
場

を
徹
底
除
菌
。

関
係
者
か
ら
感

謝
さ
れ
た
。

　

自
治
体
へ
の

社
会
貢
献
は
こ

れ
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
６
月
か

の
最
新
技
術
と
大

学
・
公
的
機
関
の

エ
ビ
デ
ン
ス
を
も

と
に
し
た
独
自
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国

展
開
し
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー

ン
化
を
目
指
す
。

「
コ
ロ
ナ
バ
ス
タ
ー
ズ
」事
業

あ
か
り
み
ら
い
が
ス
タ
ー
ト

経
済
産
業
省「
事
業
再
構
築
補
助
金
」に
採
択

ら
商
品
の
高
性
能
噴

霧
器
を
無
償
で
レ
ン

タ
ル
。
１
自
治
体
１

０
０
台
を
上
限
に
、

す
で
に
釧
路
市
や
標

茶
町
な
ど
に
貸
し
出

し
、
公
共
施
設
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
る
。

原
則
２
ヵ
月
が
レ
ン

タ
ル
期
間
だ
が
、「
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
完
了

な
ど
、
一
定
の
目
途

が
つ
く
ま
で
」
と
越
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大
臣
や
経
済
産
業
大
臣
ら
に

質
問
状
を
出
す
な
ど
粘
り
強

く
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
こ
こ
に
来
て

大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
越

智
氏
が
語
る
。

 

「
６
月
４
日
、
片
山
さ
つ
き

議
員
事
務
所
で
、
政
府
の
検

討
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い

た
松
本
哲
哉
氏
（
国
際
医
療

福
祉
大
学
大
学
院
教
授
）
が
、

風
評
の
発
端
と
な
っ
た
発
言

を
翻
し
ま
し
た
。
９
日
の
参

議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
は

議
連
副
会
長
の
川
田
龍
平
議

員
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
、
厚

労
省
局
長
か
ら
『（
次
亜
塩

素
酸
水
の
有
効
性
や
使
い
方

を
記
し
た
）
ポ
ス
タ
ー
を
修

正
し
て
い
く
』
と
い
う
答
弁

を
引
き
出
し
ま
し
た
。
さ
す

が
片
山
先
生
の
突
破
力
で
、

こ
の
１
年
間
の
経
産
省
や
厚

労
省
の
見
解
や
通
達
を
修
正

す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
」

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
は
こ

れ
か
ら
も
長
く
続
く
。
ワ
ク

チ
ン
で
日
本
全
体
の
感
染
者

を
減
ら
し
て
い
く
一
方
で
、

「
除
菌
と
い
う
当
た
り
前
の

ま
る
の
な
ら
、
ま
っ
た
く
心

配
は
な
い
」と
主
宰
す
る〝
札

幌
な
に
か
が
で
き
る
経
済
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〟
の
例
会
を

続
け
て
い
る
。
会
場
は
カ
ナ

モ
ト
ホ
ー
ル
や
さ
っ
ぽ
ろ
テ

レ
ビ
塔
会
議
室
な
ど
。
入
り

６
５
回
目
。
北
海
道
大
学
総

長
を
務
め
た
丹
保
憲
仁
氏
が

講
師
を
務
め
、「
足
し
算
で

な
く
、
引
き
算
で
本
質
を
探

す
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
５

０
～
２
１
０
０
年
の
人
口
問

題
等
に
つ
い
て
言
及
。「
世

界
で
は
22
世
紀
に
１
０
０
億

人
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
け
ど
、
必
ず
60

億
人
く
ら
い
に
減
る
。
日
本

が
ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
い
く
に

は
４
０
０
０
万
人
く
ら
い
が

ち
ょ
う
ど
い
い
」
な
ど
と
近

代
文
明
の
特
徴
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
を
交
え
て
語
っ
た
。

▲２時間、常に空間噴霧されていた

▲グラフや図表を用いてわかりやすく解説した
丹保憲仁氏

▲プロテクションタワー

基
本
的
な
対
策
を
と
る
こ
と

で
元
の
よ
う
な
生
活
文
化
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
越
智
氏
は
語
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
企

業
や
団
体
は
、
宴
会
は
も
と

よ
り
、
少
人
数
の
セ
ミ
ナ
ー

や
会
議
も
自
粛
す
る
風
潮
の

中
、
越
智
氏
は
「
き
れ
い
な

体
で
、
き
れ
い
な
部
屋
に
集

口
で
の
検
温
と
除
菌
、
会

場
で
は
次
亜
塩
素
酸
水
に

よ
る
空
間
噴
霧
で
除
菌
を

徹
底
し
て
い
る
。

　

６
月
30
日
の
例
会
は
１

　

あ
か
り
み
ら
い
は
９
月
18

日
、
道
新
ホ
ー
ル
で
危
機
管

理
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

札
幌
な
に

か
が

で
き
る
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
場
の
徹
底
除
菌
で
例
会
を
通
常
開
催


